
 

 

 

令 和 ６ 年 ９ 月 １ ３ 日 

中部地方整備局港湾空港部 

愛 知 県 

 

これからの伊勢湾・三河湾をみんなで考えるシンポジウムを開催！ 

～伊勢湾再生について最新の取組成果により議論～          

 

記 

 

■日時・会場：令和６年１０月１５日（火） 14:00～17:00 （13:30受付開始） 

       名古屋港ポートビル ４階 講堂 

 

■内容：詳細は別紙参照 

 

■取材 
・取材いただける報道機関の方は、取材登録をご参照いただき、１０月９日（水） 
１７時までに電子メールにてお申し込みください。 

・当日は、１３時３０分～１３時５０分までに会場ロビーにお集まりください。 
・カメラ等による撮影は可能です。なお、取材の際は、報道機関名が確認できる取材者
証（腕章）等の着用をお願いいたします。 

 

■配布先 

中部地方整備局記者クラブ、中部専門記者会、名古屋港記者クラブ、豊橋市政記者会、

三重県政記者クラブ、四日市市政記者クラブ、津市政記者クラブ、港湾新聞、 

港湾空港タイムス、日本海事新聞、海事プレス、マリタイムデーリーニュース 

 

 

近年、伊勢湾、三河湾では、生物に必要な栄養分不足や干潟等生息場の減少が課題

となっており、海苔の色落ちや漁獲量の減少が生じています。これらの課題を解決す

るためには、各組織の枠組みを超えた体制による伊勢湾再生推進の相互取り組みが重

要となります。 

中部地方整備局では「伊勢湾とその流域の環境改善」のための伊勢湾再生行動計画

を策定し、これを推進するとともに定期的にフォローアップを進めています。 

 

今回、水産資源の回復に向けた栄養塩の管理運転や藻場・干潟の生物生息場の環境

など、伊勢湾・三河湾の水産資源に必要な栄養や生息場について考えるシンポジウム

（第２回）を開催します。 



 

 

■問い合わせ先 

国土交通省 中部地方整備局 港湾空港部 海洋環境・技術課 

課長補佐 寺田 竜士（てらだ りゅうじ） 

係   長 堂坂 康二（どうざか こうじ） 

電話  052-209-6329（直通） 

メール pa.cbr-isewan-saisei@mlit.go.jp 

 

 

 

 

取 材 登 録 

 
※取材をご希望の場合は、事前に以下の記載事項を電子メールにて送付いただくようお願いいた

します（メール本文に直接入力し、送付いただく形で問題ございません。）。 

 

 

 【記載事項】 

 １．報道機関名 

 

 ２．取材者（複数名の場合は代表者） 

   ①ご氏名 

   ②ご役職 

   ③取材人数 

 

 ３．連絡先 

         ①電話番号 

         ②当日に連絡可能な携帯電話番号（３．①と同じ場合は不要） 

 

 

送信先：pa.cbr-isewan-saisei@mlit.go.jp 
 

※件名を「取材申込」としてください。 
 

申込締切：令和６年１０月９日（水） １７：００ 
 

 



共催：国土交通省中部地方整備局 ・ 愛知県 協力：ＮＰＯ法人伊勢湾フォーラム

◇お問い合わせ先 中部地方整備局 港湾空港部 海洋環境・技術課 寺田・堂坂 TEL.052-209-6329

近年、伊勢湾、三河湾では、生物に必要な栄養分不足や干潟等生息場の減
少が課題となっており、海苔の色落ちや漁獲量の減少が生じています。これら
の課題を解決するためには、各組織の枠組みを超えた体制による伊勢湾再
生推進の相互取り組みが重要となります。

今回（第２回）のシンポジウムでは、水産資源の回復に向けた栄養塩の管理
や藻場・干潟の生物生息場の環境などの伊勢湾・三河湾の再生について考え
ます。

１０月１５日（火）
１４：００～１７：００

令和６年

（開場１３：３０）

日

時

名古屋港ポートビル
４階 講堂 （定員１２０名）

（愛知県名古屋市港区港町1番9号）

会

場

プログラム
主催者・来賓挨拶

基調講演 （30分）

「伊勢湾シミュレーターの研究成果について」
名城大学大学院総合学術研究科 特任教授 中田 喜三郎

取組紹介 ・ 話題提供

「伊勢湾・三河湾における持続的な海域環境再生に向けた
市民の取組」 日本福祉大学国際学部 特任教授 千頭 聡

（70分）

「愛知県の漁場の生産力強化への取組－栄養塩管理運転の経過を中心に－」
愛知県農業水産局 水産課長 柴田 晋作

パネルディスカッション （テーマ：伊勢湾再生に向けて、いま私たちに出来ること）

青木 伸一
千頭 聡
鈴木 輝明
倉島 彰
永田 桂子

（45分）

コーディネーター：

パネリスト ：
大阪大学大学院工学研究科 名誉教授

日本福祉大学国際学部 特任教授

名城大学大学院総合学術研究科 特任教授

三重大学生物資源学科 教授

NPOシーブリーズ 代表

申
し
込
み

参加をご希望の方は、

①氏名（ふりがな）
②ご所属
③メールアドレス をご記入のうえ、

下記のアドレス宛に送信してください。

pa.cbr-isewan-saisei@mlit.go.jp

参加費
無料 先着

120名

「鉄鋼スラグ製品を用いたブルーインフラ※の取組紹介」
日本製鉄株式会社 上席主幹 田崎 智晶

「伊勢湾・三河湾における藻場造成とJブルークレジット®の認証について」
ＮＰＯ法人ＳＥＡ藻 プロジェクトリーダー 鈴木 望海

※藻場・干潟等及び生物共生型港湾構造物

（休憩）
名古屋港ポートビルHP

会場案内図

公共交通機関等をご利用ください

名古屋港ポートビル

地下鉄名港線名古屋港駅
３番出口より徒歩５分
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